
⑤三大死因別死亡率の年次推移 

＜三大死因による年齢調整死亡率 6の年次推移＞ 
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（出典：人口動態統計） 
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・本市の三大生活習慣病の年齢調整死亡率は，平成 8 年からほぼ横ばいで推移

しています。しかし，全国平均と比較をすると，男女ともに，ほぼ全国を上

回りながら推移する傾向にあります。 

 

⇒男性においては，三大死因の年齢調整死亡率が女性を大きく上回り，更に

全国を上回って推移している傾向にあります。特に男性における生活習慣

病予防対策が急を要する課題です。 

 8

≪用語の説明≫ 

６．年齢調整死亡率 年齢構成の異なる人口集団の間での死亡率や，特定の年齢層に偏在する死因別
死亡率について，その年齢構成の相違を取り除いて比較ができるように調整した死亡率です。 




